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ウェルネス（介護予防）活動推進団体支援事業
　介護予防や健康福利を目的として活動する自主グループに、ウェルネススペー
ス等（区内 4 か所：板橋・前野・蓮根・桜川）を活動場所として提供するなどの
支援を行います。利用条件など詳細はお問い合わせください。

お問合せ
生涯活躍推進課　シニア地域づくり係

☎ 3579-2376

○一般介護予防事業
事業名 内　容 費用 お問合せ先

介 護 予 防
ス ペ ー ス 事 業

「はすのみ教室」と「さくらテラス」で、
各種講座（ヨガ・体操など）を行っています。
（1コース10回、全 3講座）

2,700 円

生涯活躍推進課　
シニア地域づくり係
☎ 3579-2376

銭 湯 で
介 護 予 防 体 操

区内 23か所の公衆浴場で月1～ 8回、
介護予防体操を行っています。
（参加は月 2回まで）

無　料
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高齢者福祉サービス

（1）区の高齢者福祉サービス
ひとりぐらし高齢者見守りネットワーク

高齢者見守りキーホルダー
キーホルダーを常に携帯することで、外出先で突然倒れたときなどに、見守りキー

ホルダーの識別番号により、おとしより相談センター（地域包括支援センター）・
警察署・消防署が素早く身元を確認し、緊急連絡先（親族等）につなげることが
できます。

お問合せ
生涯活躍推進課　シニア地域づくり係

☎ 3579-2376

ひとり暮らしの高齢者等を地域ぐるみで見守り支えるために、民生・児童委員、
おとしより相談センター（地域包括支援センター）などと情報交換を行い、連携
の強化を図ります。
　また、「ひとりぐらし高齢者見守り対象者名簿」を作成し、警察、消防、民生・
児童委員、おとしより相談センター（地域包括支援センター）、区で緊急時の対応
等に活用しています。

対　　象 ・原則として、70歳以上のひとり暮らしの方

登録方法 ・地域担当の民生・児童委員を通じて新規に登録するための書類
  を提出してください。

5

対　　象 ・65歳以上の方

登録方法

・住所を担当するおとしより相談センター
 （地域包括支援センター）にお申し込みください（担当地区は、
  62 ページ参照）。
・登録番号が入ったキーホルダーをお渡しします。費用は無料です。

お問合せ
生涯活躍推進課　シニア地域づくり係

☎ 3579-2376
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高齢者安否確認コール

緊急通報システム

お問合せ
高齢政策課　高齢者相談・給付係

☎ 3579-2464

　コールセンターから定期的な電話による安否確認を行います。不通の際、緊急連
絡先の方等へお知らせすることで、家族等による安否確認の支援を行います。費
用は無料です。

対　　象

・板橋区内に住所を有し、65歳以上のひとり暮らしの方
 （65 歳以上の方のみで世帯を構成している方や、同居家族の安
  否確認が困難な状況にある世帯を含む。）
・電話に応答することができ、自身の心身の状態や暮らしの状況
  等について説明できる方
・安否確認のための電話が不通の際、駆けつける等の必要な対応
  をとれる緊急連絡先を登録することができる方

内　　容 ・月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）のうち 2日以内で、
  電話による定期的な安否確認を行います。

お問合せ
高齢政策課　高齢者相談・給付係

☎ 3579-2464

　自宅内で、突然具合が悪くなり、専用通報機またはペンダントを押した時、また
はセンサーが異常を感知した時に、緊急通報システム事業者のコールセンターへ
通報が入ります。そのほか、健康・医療の相談をすることもできます。

対　　象
・板橋区内に住所を有する 65歳以上の方のみの世帯及び日中独
  居世帯
 （板橋区立高齢者住宅「けやき苑」等に居住の方は除く。）

費用負担
・住民税非課税世帯 : 月額　 400 円
・住民税課税世帯　 : 月額 1,400 円
※生活保護世帯・中国残留邦人等支援給付世帯は無料

申請窓口 高齢政策課　高齢者相談・給付係（区役所北館 2階⑰窓口）

※おとしより相談センター（P62）に申請書をお持ちいただくこともできます。
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配食サービス

補聴器購入費助成
　加齢により聴力が低下し、医師の判定により両耳または片耳が中等度以上の難聴
及び補聴器使用が有用と認められた方を対象として、補聴器の購入費用のうち、5
万円を上限に助成します。ただし、助成は一人 1回限りで、修理費及び付属品の
みの購入や、区へ申請書を提出し交付が決定する前に購入した補聴器は対象外とな
ります。

お問合せ
高齢政策課　高齢者相談・給付係

☎ 3579-2464

　区に登録された配食事業者が食事を手渡しで届け、利用者の皆様の安否確認を行
います。配達時に異常と判断した場合には、緊急連絡先（親族等）や、区への連絡、
場合により警察、消防への通報を行います。

対 象 ・65歳以上の方

費用負担 ・全額自己負担になります。
・費用は配食事業者ごとに異なります。

お問合せ
高齢政策課　高齢者相談・給付係

☎ 3579-2464

対 象

以下の要件をすべて満たす方
・板橋区内に住所を有する 65歳以上
・住民税非課税世帯
・聴覚障害で身体障害者手帳の交付の対象とならない
・耳鼻咽喉科医が補聴器の使用が望ましいと判定した
  両耳または片耳が中等度以上の難聴者

付帯要件

　交付決定後に送付する「補聴器購入アフターケア証明書」
に沿って、補聴器販売店で約 4週間の調整を継続し終了した
後、「補聴器購入アフターケア証明書」を区へ提出する必要
があります。

申請窓口 高齢政策課　高齢者相談・給付係（区役所北館 2階⑰窓口）

※おとしより相談センター（P62）に申請書をお持ちいただくこともできます。
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日常生活用具給付

お問合せ
高齢政策課　高齢者相談・給付係

☎ 3579-2464

　要件を満たす 65歳以上の方に、必要に応じて下表の用具を各種目ひとり 1回に
限り給付します。区があらかじめ契約した機種一覧表からの選定になります。機
種一覧表はホームページまたは下記申請窓口、おとしより相談センターで確認で
きます。

費用負担

用具ごとに基準額があり、基準額を超える金額と下記の費用
が自己負担額となります。
（1）生活保護世帯及び中国残留邦人等支援給付世帯 : 無料
（2）住民税非課税世帯 : 購入額の 1割
（3）住民税課税世帯　 : 購入額の 3割
※ 希望品の自己負担額については高齢者相談・給付係にお問
い合わせください。

申請窓口 高齢政策課　高齢者相談・給付係（区役所北館 2階⑰窓口）

種　目 対象要件 備　考

空気清浄機
要介護 1 以上でおむつまたは
ポータブルトイレを常時使用し
ている方

電磁調理器
又は

電子レンジ

心身機能の低下に伴い認知症等
で防火の配慮が必要なひとり暮
らし（日中のみひとり暮らしの
場合も含む）の方

電磁調理器（卓上 IH 調理器）と
付属品。付属品は片手鍋・両手鍋・
フライパン・ケトルから選択可
電子レンジはオーブン機能付きを
除く。

シルバーカー

歩行に補助が必要で当該用具を
安全に使用できる方
ただし、要介護 2以上の認定を
受けている方は対象外

手元にブレーキがあり四輪車で前
に押し前進するもの
※介助機能を備えるもの及び介護
　保険法に定める歩行器は対象外

※おとしより相談センター（P62）に申請書をお持ちいただくこともできます。

車いすの一時貸し出しは…
　障がいサービス課板橋地域支援係（本庁舎北館２F）・福祉事務所（赤塚福祉
課・志村福祉課のみ）・各地域センター（下赤塚地域センターを除く）・各健康
福祉センター（板橋健康福祉センターを除く）で行っています。お問い合わせ
は直接各施設まで。
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紙おむつ等の支給

理美容サービス
　ご自宅等で、区に事業登録した理（美）容師の調髪を受けることができる「理美
容券」を支給します（2か月に 1枚利用可、上限年 6枚）。調髪の際には、介助し
ていただく方が必要となりますのでご注意ください。

お問合せ
高齢政策課　高齢者相談・給付係

☎ 3579-2464

　紙おむつ等が必要な方に、ご希望の配送先へ無料で配送します（東京 23区外へ
の配送は送料が有料となります）。
　また、入院（入所）していて、病院（施設）指定のおむつを使用する方には、月 7,000
円を上限におむつ代を助成します。

対　　象

・要介護 1以上で常時失禁状態の方
  ※生活保護・中国残留邦人等支援給付受給者、介護保険施
     設入所者は除く。
  ※世帯の最多所得者の所得金額により支給できない場合が
     あります。

申請窓口 ・高齢政策課　高齢者相談・給付係（区役所北館 2階⑰窓口）
・福祉事務所（板橋・赤塚・志村福祉課）（65ページ参照）

お問合せ
高齢政策課　高齢者相談・給付係

☎ 3579-2464

対 象 ・65歳以上、要介護3以上の方で理（美）容室に出向けない
方

費用負担
・住民税非課税世帯 :1 回　500 円
・住民税課税世帯　 :1 回 1,500 円
※ 生活保護世帯・中国残留邦人等支援給付世帯は無料

申請窓口 高齢政策課　高齢者相談・給付係（区役所北館 2階⑰窓口）

※おとしより相談センター（P62）に申請書をお持ちいただくこともできます。

※おとしより相談センター（P62）に申請書をお持ちいただくこともできます。
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お問合せ
高齢政策課　高齢者相談・給付係

☎ 3579-2464

　要件を満たす 65歳以上の方に、必要に応じて下表の用具を各種目ひとり 1回に
限り給付します。区があらかじめ契約した機種一覧表からの選定になります。機
種一覧表はホームページまたは下記申請窓口、おとしより相談センターで確認で
きます。

費用負担

用具ごとに基準額があり、基準額を超える金額と下記の費用
が自己負担額となります。
（1）生活保護世帯及び中国残留邦人等支援給付世帯 : 無料
（2）住民税非課税世帯 : 購入額の 1割
（3）住民税課税世帯　 : 購入額の 3割
※ 希望品の自己負担額については高齢者相談・給付係にお問
い合わせください。

申請窓口 高齢政策課　高齢者相談・給付係（区役所北館 2階⑰窓口）

種　目 対象要件 備　考

空気清浄機
要介護 1 以上でおむつまたは
ポータブルトイレを常時使用し
ている方

電磁調理器
又は
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で防火の配慮が必要なひとり暮
らし（日中のみひとり暮らしの
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付属品。付属品は片手鍋・両手鍋・
フライパン・ケトルから選択可
電子レンジはオーブン機能付きを
除く。

シルバーカー

歩行に補助が必要で当該用具を
安全に使用できる方
ただし、要介護 2以上の認定を
受けている方は対象外

手元にブレーキがあり四輪車で前
に押し前進するもの
※介助機能を備えるもの及び介護
　保険法に定める歩行器は対象外

※おとしより相談センター（P62）に申請書をお持ちいただくこともできます。

車いすの一時貸し出しは…
　障がいサービス課板橋地域支援係（本庁舎北館２F）・福祉事務所（赤塚福祉
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　また、入院（入所）していて、病院（施設）指定のおむつを使用する方には、月 7,000
円を上限におむつ代を助成します。
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・要介護 1以上で常時失禁状態の方
  ※生活保護・中国残留邦人等支援給付受給者、介護保険施
     設入所者は除く。
  ※世帯の最多所得者の所得金額により支給できない場合が
     あります。

申請窓口 ・高齢政策課　高齢者相談・給付係（区役所北館 2階⑰窓口）
・福祉事務所（板橋・赤塚・志村福祉課）（65ページ参照）

お問合せ
高齢政策課　高齢者相談・給付係

☎ 3579-2464

対 象 ・65歳以上、要介護3以上の方で理（美）容室に出向けない
方

費用負担
・住民税非課税世帯 :1 回　500 円
・住民税課税世帯　 :1 回 1,500 円
※ 生活保護世帯・中国残留邦人等支援給付世帯は無料

申請窓口 高齢政策課　高齢者相談・給付係（区役所北館 2階⑰窓口）

※おとしより相談センター（P62）に申請書をお持ちいただくこともできます。

※おとしより相談センター（P62）に申請書をお持ちいただくこともできます。
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高齢者救急医療情報キット（命のバトン）
　救急医療情報キット（命のバトン）は、ご自宅で救急車を呼んだときなどに、か
かりつけの病院や緊急連絡先等の情報を筒状の容器等に入れて冷蔵庫に保管して
おくことで、救急隊員の迅速かつ適切な救急活動に活かすことができます。板橋
区では、救急医療情報キットの作り方をホームページで公開しています。P72に「救
急医療情報シート」を掲載しておりますので、コピーを取ってご利用ください。

〇救急医療情報キット（命のバトン）の作り方
　救急医療情報シート等のデータは、上記ホームページに添付しております。家
庭用プリンター等で印刷をしてご利用ください。

専用ページ
・詳しくは区ホームページをご覧ください。
https://www.city.itabashi.tokyo.jp/
kenko/kourei/josei/1055415.html

お問合せ 高齢政策課　高齢者相談・給付係
☎ 3579-2464

「救急医療情報キット使
用マーク（冷蔵庫用）」
をマグネットシートに貼
り付け、冷蔵庫の扉に貼
ります。
※ マグネットシートがな
い場合は両面テープな
どで直接貼ってくださ
い。

救急医療情報シート、マ
イナ保険証または資格確
認書のコピー、診察券の
コピー、顔写真、お薬手
帳のコピーを容器（ビ
ニール袋）に入れます。

最後に「救急医療情報
キット使用マーク（玄関
の扉用）」を、玄関のド
アの内側に両面テープ等
で貼ります。
※ 扉の材質や賃貸借等の
理由で扉に直接貼れな
い場合は、最適な方法
で貼り付けてくださ
い。

「救急医療情報シート」
に記入します。すべての
項目を記入してくださ
い。
※ 以降、変更があった場
合は修正をしてくださ
い。

●●❶ ●●❷

「救急医療情報キット使
用マーク（筒（袋）用）」
を外側に貼り付けます。
最後に、フタ（チャック）
をしっかりと閉めます。

●●❸ 作成した救急医療情報
キットを冷蔵庫の中（内
側のポケットなど）に入
れてください。

●●❹

●●❻●●❺
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お問合せ
社会福祉法人板橋区社会福祉協議会

地域でサポート推進係　サポートぬくもり担当
☎ 3964-1185

※その他、産前産後、子育て応援のサポートも行っています。

（2）社会福祉協議会の福祉サービス
サポートぬくもり（会員制の住民たすけあいサポート事業）

　生活上の支援が必要な方々が、在宅において自立した生活が送れるように地域の
みなさんが参加し、協力する「住民たすけあいサポート事業」です。
　※原則、介護保険など公的サービスの利用が優先となります。

年会費 ・1人 1,000 円（4月 1日～翌年 3月 31日）

サポート項目 サポート内容

利用料金

午前 9時
～午後 5時

午前 7時
～午前 9時
午後 5時
～午後 9時

家 事 援 助 掃除・洗濯・買い物・薬取り・食事の支度や後
片付け等

900 円
（1時間）

1,100 円
（1時間）

季 節 の 準 備 日常できない範囲の掃除・自宅の周りの草取り・
落ち葉掃き・衣替え等

入 院 者 援 助 病院内及び近くのコインランドリーによる洗
濯・日用品の買い物等（区内の病院に限る）

話 し 相 手 話し相手・朗読・代筆等

ちょこっと 30
30 分以内で終了できる専門的技術を必要とし
ない活動（お弁当の温め､ 安否確認、話し相手、
ゴミ出し等）

450 円
（30分）

550 円
（30分）

よ り そ い
援 助 家族不在時の見守り

1,100 円
（1時間）

1,300 円
（1時間）

外 出 援 助 散歩・通院・社会参加（冠婚葬祭、余暇活動等）
の付き添いや車いす介助
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お問合せ
社会福祉法人板橋区社会福祉協議会

地域でサポート推進係　サポートぬくもり担当
☎ 3964-1185

※その他、産前産後、子育て応援のサポートも行っています。

（2）社会福祉協議会の福祉サービス
サポートぬくもり（会員制の住民たすけあいサポート事業）

　生活上の支援が必要な方々が、在宅において自立した生活が送れるように地域の
みなさんが参加し、協力する「住民たすけあいサポート事業」です。
　※原則、介護保険など公的サービスの利用が優先となります。

年会費 ・1人 1,000 円（4月 1日～翌年 3月 31日）

サポート項目 サポート内容

利用料金

午前 9時
～午後 5時

午前 7時
～午前 9時
午後 5時
～午後 9時

家 事 援 助 掃除・洗濯・買い物・薬取り・食事の支度や後
片付け等

900 円
（1時間）

1,100 円
（1時間）

季 節 の 準 備 日常できない範囲の掃除・自宅の周りの草取り・
落ち葉掃き・衣替え等

入 院 者 援 助 病院内及び近くのコインランドリーによる洗
濯・日用品の買い物等（区内の病院に限る）

話 し 相 手 話し相手・朗読・代筆等

ちょこっと 30
30 分以内で終了できる専門的技術を必要とし
ない活動（お弁当の温め､ 安否確認、話し相手、
ゴミ出し等）

450 円
（30分）

550 円
（30分）

よ り そ い
援 助 家族不在時の見守り

1,100 円
（1時間）

1,300 円
（1時間）

外 出 援 助 散歩・通院・社会参加（冠婚葬祭、余暇活動等）
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お問合せ
生涯活躍推進課　フレイル・介護予防係

☎ 3579-2293

（3）介護についての研修・講座・技術支援

　ケアマネジャーや介護従事者の質の向上を目指した研修等を開催します。

介護についての研修・講座

▶認知症サポーター養成事業→P50
▶認知症の方を介護する家族のための講座→P53
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認知症・もの忘れが気になる方のために

（1）認知症について知る
あんしん認知症ガイド（認知症ケアパス）

認知症サポーター養成事業
認知症について正しく理解し、認知症の方や家族を温かく見守る認知症サポー

ターを養成する「認知症サポーター養成講座」を開催しています。講座を修了し
た事業所は、「高齢者あんしん協力店」として登録しています。

お問合せ
生涯活躍推進課　認知症施策推進係

☎ 3579-2399

　認知症になったとき、どういう症状の変化が考えられ、どのようなサービスを
受けることができるのかを、認知症の進行に合わせてまとめたパンフレットです。
ぜひご活用ください。

配布場所 各おとしより相談センター
板橋区役所 南館 3 階 ㉑番窓口

主な内容

・認知症の症状について
・自分でできる認知症の気づきチェックリスト
・認知症の進行に合わせたサービス早見表
・認知症の診療を行う医療機関一覧
・利用できる可能性があるサービスや支援

6

お問合せ
生涯活躍推進課　認知症施策推進係

☎ 3579-2399

いたばし認地笑（認知症）かるたの貸出
子どもから大人まで一緒に遊びながら、認知症を正しく楽しく学んでいただ

くことを目的に作られた「いたばし認地笑かるた」を区内在住・在勤・在学の
方を含む、3人以上のグループを対象に貸出します。

お問合せ
生涯活躍推進課　認知症施策推進係

☎ 3579-2399


